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 研究分野：コミュニティ政策論、法社会学、公共哲学 

 合意形成に関する研究の視点： 

コミュニティレベルに合意形成のための公式の住民組織を設置する例（自治体内分権）が

増えている。そこにおける合意形成とともに、議決に際しての全員一致現象にも目を向け

る。 
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加制度の実態調査を行なった。 
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